
派遣型健康体操教室および
指導員対象運動指導法講習会のご案内

⽇本体育⼤学スポーツキュアセンター横浜・健志台接⾻院
院⻑ 伊藤 譲
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スポーツキュアセンターについて

保健医療学部附属臨床実習施設
1．スポーツ外傷・障害の

  応急⼿当，治療，リコンディショニング
2．スポーツ外傷・障害の予防プログラムの提供
3．体組成，筋⼒，⼼肺機能（持久⼒）等の測定と評価
4．スポーツドクター・医療施設との連携
5．教育（臨床実習）・研究活動
6．地域・社会貢献



3

Our Mission

⼦どもに夢を，

アスリートにパフォーマンスを，

すべての⼈に健康を
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ケガを防ぐ，未来を守る

ケガは，選⼿⽣命を奪う，健康寿命を奪う

ケガ予防

ケガ治療

スポーツ
活動

➢障害を起こさない
正しい運動⽅法

➢外傷の発⽣リスクを
低減させる安全な運動⽅法

➢外傷が発⽣した際の適切な対応
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学
内

⻘森県 岩⼿県宮古市

⼭形県⽶沢市 神奈川県厚⽊市（2年⽬）

神奈川県⼤和市 ⻑野県駒ヶ根市

⻑野県諏訪市 ⼤阪府泉佐野市（2年⽬）

富⼭県氷⾒市 和歌⼭県みなべ町（3年⽬）

和歌⼭県紀の川市（2年⽬） 広島県呉市

⼭⼝県岩国市（2年⽬） 熊本県⽔俣市（2年⽬）

⾃治体連携 & 社会貢献推進事業 実績

2025年11⽉時点

⾃治体名・団体名

学
外

⼭形県東根市（2年⽬） 茨城県⼤⼦町（2年⽬）

埼⽟県桶川市（3年⽬） 東京都東村⼭市

横浜市⽴六浦南⼩学校（3年⽬） 横浜市⽴⿊須⽥⼩学校

⻑野県諏訪市 愛知県

島根県⼤⽥市（2年⽬） ⻑崎県⼤村市

⻑崎県島原市 ⿅児島県姶良市
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スポーツキュアセンターのスタッフを派遣し，
⾃治体の要望に応じた健康体操教室や講習会を実施いたします．

⾃治体連携 & 社会貢献推進事業
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キッズ対象プログラム



88

キッズ対象プログラム

➤ 運動能⼒アップ
➤ ケガをしない⾝体づくり

↳ キッズ対象
↳ 認知，判断，⾏動を意識したコーディネーション

↳ 指導者対象
↳ 成⻑期のからだ，ストレッチング
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認 知

判 断

⾏ 動

ボールの位置，味⽅や相⼿選⼿
の動き，コート全体の状況（残
り時間，点差など）を把握

ドリブル突破，パス，シュート
のどれが最適かを瞬時に判断

判断したプレーを実⾏
（ドリブル突破）

・理論がない
・間違った理論

・間違った判断
・イチかバチか

・バランス崩す
・相⼿と衝突

ケガ

適切な
理 論

練習

ケガ
予防

オフェンス

ケガ

ケガ

つまずきポイントの把握が不可⽋︕

ケガの発⽣ポイントとケガ予防
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「反応」＝ ⾒て ・ 考えて ・ 動く

⾒ て    考えて  動 く
認 知 判 断 ⾏ 動
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お持ち帰りパンフレットで家庭でも︕



12

YouTubeで復習できます︕
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⾼齢者対象プログラム
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25 ％

18.5 ％

15.8 ％

13.4 ％

27.3 ％

運動器障害

脳⾎管障害

認知症

⾼齢による衰弱

その他 ⾻折・転倒︓11.8％
関節疾患︓10.9％
脊髄損傷︓2.3％

要⽀援・要介護になった要因

4⼈に
1⼈が

運動器
疾患に

より

健康寿
命が終

わる．
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腰痛さようなら体操 ⾼齢者

腰痛の原因，改善するための最新情報

個別指導で腰痛とさようなら
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ウォーキング講座

普段意識していない歩き⽅を
科学的にわかりやすく解説

施設を⾒ながら，歩⾏を個別にチェック
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「健康教室」で「健康⻑寿」を⽬指す︕

実施者⽬線の内容（良いことは良いと伝わるはず）

参加者⽬線（効果を実感）

学外へ展開

社会的つながり
ゼロ次予防

科学的根拠に基づく

アンケート結果の反映，レベル設定

神奈川県 未病センターの認証

健康増進施設（指定運動療法施設）の認定
さらに地域からの信頼を⾼めるために

Step 1201
6

Step 2201
8

Step ３202
0

Step ４202
5

健康⻑寿
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ゼロ次予防

健康⾏動を⽀える環境づくり

疾病や障害が発⽣しても、社会の中で⾃⽴して⽣活でき
るよう残存機能の維持や環境調整を⾏う三次予防

疾病や障害の発⽣を早期に発⾒し適切に治療・管理して、
できるだけ⽣活への影響を⼩さくする⼆次予防

⽇常⽣活に制限を来しうる疾病や障害の発⽣を予防する⼀次予防

ゼロ次予防
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転倒は，健康寿命を奪い，⽣命を奪う

転倒・転落・墜落
による死者数

交通事故による
死者数

11,784    3,573    
令和５年（2023）⼈⼝動態統計（確定数）の概況「第７表 死因
簡単分類別にみた性別死亡数・死亡率（⼈⼝10万対）」より抜粋

⼈ ⼈
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運動なし

1⼈で運動

グループを含む運動 0.75

1.21運
動
の
実
施
パ
タ
(
ン

過去1年間に転倒経験がある⼈のオッズ⽐
(Hayashi T et,al. 2018)

グループで運動する⼈は転倒経験が少ない
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社会的つながりは，たばこ，酒よりも⻑寿に影響する

(Holt-Lunstad J et,al. 2010)

社会とのつながりが多い

たばこを吸わない

アルコールを飲み過ぎない

運動する

BMIが⾼すぎない

弱い ⻑寿との関連性 強い
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「社会的つながり」＋「運動」がもたらすこと

⾃治体連携推進事業で得られること
１．効果が⾼く，継続して実施 → 成果を実感
２．社会的つながりの強化 → 和気あいあい
３．健康コミュニティ形成 → 健康⻑寿
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専⾨スタッフの強み

有資格者が担当します．
柔道整復師／⽇本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー／健康運動指導⼠ほか

豊富な公開講座・出張講座の実施実績があります．

個別対応で丁寧に説明，参加者の状態に合わせたグ
ループ分けを⾏います．

安⼼・安全の運営体制で，健康づくりを⽀援します．
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学校法⼈ ⽇本体育⼤学 総合企画部

〒158-0081 東京都世⽥⾕区深沢7-1-1

Tel: 03-3704-5203

Fax: 03-3704-3342

Email: so-kikaku@gaku-nittai.ac.jp

お問い合わせ


